






















































加 園 克 己
Blume-Emerry-Griffiths(BEG)模型はHe3-He4の混合流体の相転移の模型であるが､競
合現象を起こすスピン系としての興味から､その相転移について多くの研究がなされてきた｡
我々は2副格子的秩序相を新たに考慮に入れ､平均場近似及びクラスター近似を行って種々
のパラメータに対する詳しい相図を得た｡その結果､相互作用の競合による多様なリエント
ラント相転移と逐次相転移を見出した｡次に､モンテカルロ法によるシミュレーション計算
を行って､特にリエントランス及び逐次相転移の熱力学的な振舞いを調べてこの相転移を確
認した｡さらにBEG模型の内､限られたパラメータで得られる厳密な解との比較を行った｡
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